
名豊道路が全線開通しました
　事業着手から半世紀を要した国道23号名豊道路が、唯一の
未開通区間であった蒲郡バイパス（豊川為当IC～蒲郡IC間 約9．1
㎞）の開通により、令和７年３月８日に全線開通しました。
　国道23号名豊道路は、名古屋市と豊橋市を結び沿線の8市1
町を通過する延長72.7㎞の道路のことで、知立、岡崎、蒲郡、豊
橋、豊橋東バイパスの5つのバイパスによって構成されています。
　全線開通によって、本市にとっても所要時間の短縮、物流の
効率化、災害に強い道路機能の確保などさまざまな効果が期待
されます。

名古屋から豊橋の所要時間が大幅短縮！

▶建設課　☎23-7405
※所要時間算定区間：豊明IC～西八町交差点（豊橋市役所）

名豊道路全線開通
直前イベント
　2月16日（日）、約3,000
人が参加し、名豊道路本
線のウォーキング（往復２．５

ｋｍ）を楽しみました。

4月から小中学生の給食費の半額を支援します
　４月から小中学生の給食費への支援を拡充し、給食費の半額を支援します。将来を担う子どもたちが健やかに育つ
ことができるよう、子育て支援により一層力を入れて取り組んでいきます。

▶給食センター　☎45-5030

※物価の高騰が続き、食材価格の上昇が見込まれる中で、栄
養バランスのとれた安全安心な給食を安定的に提供してい
くため、4月から1食あたりの給食費を改定します。

【変更前（令和6年度まで）】　 【変更後（令和7年度から）】　

名豊道路全線開通記念式典
　3月8日（土）、蒲郡市民
会館で行われた開通記念
式典の後、セレモニー会
場でテープカットやパレー
ドが行われました。

次の方にも田原市の給食費の半額を上限に補助します。
①小中学校などに在籍する児童生徒のうち、食物アレルギー

で給食を欠食した者の保護者
②市外の小中学校などに在籍する児童生徒のうち、在籍学校

で給食の提供があり、給食費を負担した保護者

▲豊川為当IC（提供：名四国道事務所）
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R6.8.10撮影（東側流入部）

最最大大888800mmのの渋渋滞滞がが発発生生

物物流流車車両両のの流流入入
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■名古屋から豊橋までは、国道1号を利用すると約1時間50分かかります
が、時速60ｋｍで走行可能な名豊道路の整備により、これまでに約30
分短縮しました。蒲郡バイパスが開通し全線開通となることで、さらに
約20分短縮されます。

■慢性的に渋滞する一般道の利用を余儀なくされていた物流車両等が、
名豊道路の利用に転換することで、一般道の渋滞緩和・物流効率化が
期待されます。

道路利用者への直接的な効果 別紙5

名古屋から豊橋の所要時間が大幅短縮！
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○名古屋から豊橋の所要時間比較
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約１時間20分約１時間20分

国道23号国道23号

約１時間20分
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○一般道の渋滞状況

国道23号十能交差点（蒲郡市） 国道1号京次西交差点（豊川市）
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R6.10.22撮影（北側流入部）

最最大大770000mmのの渋渋滞滞がが発発生生
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物物流流車車両両のの流流入入

現状現状

約1時間50分約1時間50分

国道１号国道１号

約1時間50分
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開通済 開通済未開通

名豊道路
開通済

開通済

開通済 未開通

高速道路

一般有料道路

一般国道

主要地方道及び県道

＜＜凡凡例例＞＞

開通済 未開通

完成４車線 暫定２車線

県境

全線開通後全線開通後

約１時間約１時間

名豊道路名豊道路

約１時間

名豊道路

※所要時間算定区間：豊明IC～西八町交差点（豊橋市役所）
出典：令和3年度 全国道路・街路交通情勢調査 昼間12時間平均旅行速度（名豊道路は規制速度（60km/h）、その他市道等は30km/hを採用）

現状 全線開通後

30分短縮

20分短縮

50分短縮

小中学校 1食あたりの
給食費 保護者負担額 市負担額

小学校 250円 230円 20円

中学校 300円 260円 40円

1食あたりの
給食費 保護者負担額 市負担額

280円 140円 140円

330円 165円 165円

◀市HP
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